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今年度、北浜中学校に研究協力をいただき、伊勢市教育研究所 濱口美知子研修員が、

外国語教育の研究実践に取り組んでいます。11 月 11日（火）、研究の一環として公開授

業研究会を開催しました。 

濱口研修員の研究テーマは、「仲間とともに楽しく英語で話せる生徒の育成をめざして 

～授業の中にペア活動を取り入れて～」です。「もっと、英語を話すことに慣れさせ、英

語は相手とコミュニケーションをとることに楽しみがあることを知ってほしい」と、ペア

での英会話を取り入れました。仲間と話す体験を重ねることで、英会話に慣れさせ、自信

を持たせたい、そうすることでコミュニケーションを図ろうとする意欲も増すだろうと考

え、取り組んできました。 

具体的には、毎回授業で英会話タイムを取り入れ、My favorite sport, Yesterday, My 

dream など、生徒にとって表現しやすいトピックについて、最初はプリントを参考にさせ

ながら、徐々に自分の言いたいことを自分なりの言葉

で表現できるよう、段階を踏んで、継続的に指導して

きました。はじめは、小さい声で自信がなさそうだっ

た生徒でしたが、次第に笑顔で、楽しそうに会話がで

きるようになっていきました。 

授業公開した単元は、Lesson6  Uluru（三省堂 

New Crown English SERIES Book2）です。本単元

で学習する第 4 文型と第 2 文型を、ゲームやアクティ
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ビティを取り入れながら、会話の場面を多くとり、表現に慣れるようにしました。 

“Uluru”は、「エアーズロック」の名称で知られるオーストラリア大陸にある大きな岩

です。観光客に人気の美しいウルルですが、先住民の人々にとっては重要で特別な地、神

聖なる地です。「先住民の思いを知ることで、互いの文化や生活様式、生き方を尊重する

ことの大切さに気づかせたい」、「観光地を訪れる際に気をつけたいことや、自分たちの

生活の中でも、周りの人の思いを大事にしながら行動できるように意識づけていきたい」、

そんな思いを抱きながら、本単元に臨みました。 

公開授業研究会には、市内小中学校、大学、教育委員会から、33 名の方に参加してい

ただきました。生徒の意欲的に学ぶ姿や実践に対する感想、意見などいただき、有意義な

研修会となりました。 

参加いただいた皆様、そして研究に協力いただきました北浜中学校の先生方、ありがと

うございました。 

 

 

 

◎冒頭のペアでの会話は非常に力がつくと思います。 

これから同じような活動をしていきたいと思います。 

 ◎数少ない授業の中で、生徒たちと良好な関係を作り、 

 温かい心の通う授業でした。   

研究協議の中で出た話題、助言者の先生のお言葉は大変勉強になりました。 

  私もがんばろうと思います。 

◎生徒たちが、本当に真面目に一生懸命、英語学習に取り組んでいる姿に感動しました。 

 単語力があるわけですから、構文をしっかり説明されて、楽しい英文理解練習問題を

たくさんされれば、英語を話す力はついていきます。スクリーンでの practice もよか

ったと思います。英会話 time 素晴らしかったです。（中略） 

 子どもたちは純粋です。深く感じる、深く学ぶ力を持っているのです。その意欲に教

師は応える、その力を伸ばす力量をお互いにつけていきましょう。 

◎通常の生活を共にしない子どもたちとの授業は難しいものがあると思いますが、先生

は子どもたちと、とても仲良く時間を進められている様子で、嬉しくなりました。コ

ミュニケーション活動の基本は仲間作りだと思いますので、その中に立つ私たち（授

業者）が生徒に受け入れられていないと、また子どもたちの個々の反応具合を知って

いないと運営ができないと思います。その意味ではとても成功されたと思います。 

『学びのグレードアップ』の教育長の話はよかったですね。学びのグレードアップ、 

よく分かりました。 
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 平成 26年度伊勢市公立幼稚園協会研究指定・学びのグレードアップ総合推進事業を受

けて、明野幼稚園に公開授業研究会を開催していただきました。 

全体会では、幼児が自ら選んだ活動（遊び）の中で、どのような「学びの芽」を培い、

後の学びに連続するのか、具体的な事例をあげて報告いただくとともに、小学校以降の学

びを見通した幼稚園教育について提案していただきました。 

 

3 Ѓ ˗͈   

 砂場で泥んこ遊びをしていた時、ある子が突然「先生おばけー！おばけがいる！」と叫

びました。教師がその子の指差す方を見ると、砂場のビニール屋根に映ったタライの水の

反射光が「おばけ」の正体であることが分かりました。園児は動きを止めて、教師を見て

います。ほとんどの子が、「いやだ～。おばけ。」「こわい。」と口々に言いながら教師

の後ろに隠れます。 

反射光はゆらゆら動いて大きくなったり、小さくなったり、消えたり現れたり。 

「やっつけて。」という園児に応え、教師が「できるかな？え～い。」と言ってタライを

少し動かすと、見ていた園児は「何かおばけキラキラしてる。」、「消えた。」、「先生、

こっちにもある。」と言い出します。そして、教師の「みんなが楽しそうだから、おばけ

も遊びに来たのかも。」という言葉で、園児は安心し、再び遊びをはじめました。 

 この場面で、教師はすぐに答えを出さず、園児に寄り添い、時間を確保しています。そ

うすることで、この光の現象を、クラスのみんなが一緒に思考することにつなげることが

できました。 

園児は、身近な事象の美しさや不思議さに気付いたり、自分の感じたことを言葉で表現

し、イメージを共有する楽しさを味わったりすることができたのです。 
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 6 月にミニトマトを植えた園児は、当番を決め、水やりや草抜きをしながら、毎日成長

を見守ってきました。ところがそのミニトマトがカラスに食べられてしまいます。 

園児は、「え～、黄組のトマトやのに。」と口々に言い始め、相談を始めました。そし

て「嘘のミニトマトつくって、トマトのとこに付けとくのは？」と提案した子に賛同して、

園児たちは紙を丸め、赤いカラービニールで包んでミニトマトを作り始めました。 

教師が見守る中、園児は本物のミニトマトに見えるような作り方や付け方を話し合って

いきました。そして、「これで、カラスが嘘のミニトマト食べて『あっ、まずい。』って

思うんちゃう？」、「そしたら、もう食べられへんよな。」と話し合い、満足そうに保育

室に戻りました。園児は自分たちのミニトマトがカラスに食べられない方法を仲間と話し

合いながら考えました。そして、解決した達成感をみんなで味わう経験をしました。そこ

には、学びの芽があることを見抜き、園児の発想を受け止め、主体性を尊重しながら適切

な声かけや対応をして伸ばしていった教師の支援がありました。 

 

  5 Ѓ ˗͈  ֿ ˲  

5 歳児になると、園児は友だちと一緒に体を動かし、競争する喜びを感じるようになり

ます。また、自分たちだけで進めていこうとする姿も見られるようになります。 

 園児は帽子をひっくり返し、２つのチームに分かれてリレーをはじめました。ところが、

負けたチームが悔しがっているうち、「あれ？そっちの方が少ないやん。」と気づく子が

いました。そこでもう一度リレーをしますが、やはり人数が違うので園児は勝敗に納得で

きません。「同じ人数にしたらいいんやよ。」ということを確認し、人数分けしようとし

ますが、なかなかうまくいかないのです。そのうち、1 人ずつ分けていく方法を提案する

子が現れます。さらに、本当に同じ人数がどうか確かめるために、「みんな、並んで手を

つないでみたらいいと思う。」と提案する子も現れました。人数をそろえてリレーをした

後は、負けたチームの園児も納得し、「今度は勝つぞ。」と大きな声で言いました。 

 教師はこの場面で、人数と勝ち負けの関係に気づき、公平にしようとした園児の成長と、

そこに、体験を通して新たな気づきが生まれ、知的な学びとなることを感じました。友だ

ちと一緒に遊ぶ中で、楽しい、悔しい、嬉しいなどの体験を共にすること、その気持ちを

出し合う場を作ることが大切だととらえています。そして、同じ活動を繰り返すことがで

きる環境を整え、何でも言い合える関係性をつくることを大切にされています。 

 このような援助が子どもの学びの芽を育てているのでしょう。 

  

  

全体会ではこれまでの研究経過や成果について報告していただきました。助言者の田口

先生からは、当日の保育でみられた園児の学び、研究内容についての講評をいただきまし

た。そして、分科会では柱に沿った話し合い、各園の取り組みの交流などを行い、最後に

分科会報告をしていただきました。 
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             ► ǶƲ55׀ǵ ǲ֓қǋǦǧǔȅǞǦƳ  

Ƥ̱șҲǒǠҘǵȆǱȐǡƲ˲ǯ ȖȒҘƲȫɡɨȠ ǮǋǍ˲ ◐ ҘƲ 

̝◐ ҘƲ ṑ ꜘ ҘƲ ᾍꜘ ҘǵḨ ǶƲǚǵ℗Ѓ ǲḧȖȓǶ 

ǟȈȒǵǧǯƲ Ȉǭ ǟȅǞǦƳǜȐǲǤȓșƲƾἶ ǵ ƿǯὑ ǞƲǤ 

ǵἧȐǞǜƲǤǵ ᶧȐǞǜșᾗ ǞǱǓȐƲǰǍ ₉Ǔ ᾚǞǭǋǖǒƲ  

₉ǵїḹƲї ș Ƶὕ ɵ ǜȓǭǋȒϼ ǵỡǲƼǠǛǋǱƽǯ ǟ 

ȅǞǦƳ5 ЃșʴⱲǲ֓ ǜǢǭǋǦǧǔȅǞǦǓƲἧǰȉǦǨǶƲⱲ ǒ 

ǲǦǖȅǞǖ ǪǭǋȒǯὕ ǞȅǞǦƳ 

қǏǭƲ̎ ǲϮǞǋƳ 

5 ЃǮƲἶǺֻǋɵӲֿ ǱἶǺǓǮǔǫǫǉȑȅǠƳᾛἶ ǵ ₉ǯǞǭƲ 

ƼǓȚǷȐǱǋǯƽǯƲϷ șȉȐǏȒȏǍǱἶǺǵḹǮǞǦƳ 

ǉȑǓǯǍǛǝǋȅǞǦƳ 

  Ƥ ȐǞǋЏ ͪ ̝ǮǞǦƳǉȑǓǯǍǛǝǋȅǞǦƳ 

   ȮɩɶɕǮǵ Ǟֻǋǵ ȉƲȆȚǱǵἶǺֻǋǵḹǲǱȑƲǯǭȉȏǒǪ 

   ǦǯדǋȅǠƳ 

  Ƥ ǫ ǫǵἧǰȉǵȦɒȻɶɇșʞᾁǲ ȑʤǙǭǋǖǚǯǮƲǚȚǱǲἶǺ 

   ǓǉȒǵǒǯ ǬǒǜȓȅǞǦƳǋȔǋȔǱ ṑ ὑǵ›ẑƲǰȓȉү▌ǲǱ 

   ȑȅǞǦƳ ѝǵͪ ǲȉ֝ȑЊȓǦǋǯǚȔǓ ῇǉȑȅǞǦƳ 

   ǉȑǓǯǍǛǝǋȅǞǦƳ 

  Ƥ ȅǮǵ ǿǵ֝ȑ ȆǓƲЏ ͪ ǒȐȉӦѝǲ̟ȖǪǭǔȅǞǦƳ 

   ǮǵἶǺșƲ ǵἶǺǲǫǱǙǭǋǔǦǋǯדǋȅǠƳ 

   ΉǵἶǺƲ ᶧǵἶǺș ǭȐȓȒȏǍǱ ҞƲǔȈ ǒǱ ℗ ᶸǵ 

   ͪ Ʋ̤Ǻ̤ǺǯҲǖἧǰȉǦǨƲ ȐǞǋǮǠƳ 

   ǦǖǜȚǵἶǺ ǮǞǦǴƳǉȑǓǯǍǛǝǋȅǞǦƳ 
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どんぐりマラカスを使って 
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